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論文内容の要旨 
本研究の目的は，一般急性機能の病床を持つ 300 床以上 499 床以下の病院に従事
している卒後 2 年目看護師に焦点をあて，2 年目 1 年間での役割変化に伴う主体
的・能動的な行動の獲得と，組織に適応するまでの過程における要因について明
らかにすることである． 
 研究方法は，自記式質問紙による縦断的調査とした．概念枠組みは，組織社会
化の文献検討とインタビューで明らかにした卒後 2 年目看護師の組織適応の過程
をもとに構成した．調査の時期は，2019 年 7 月～2020 年 1 月までで，調査回数
は 3 ヶ月毎の 3 回であった．研究参加者の募集は，病床機能報告から大都市圏に
ある一般急性機能の病床をもつ 300 床以上 499 床以下の病院を便宜的に抽出し，
単純無作為抽出によって病院を選択した．研究参加の依頼は看護部長に行い，承
諾の得られた病院に従事するすべての卒後 2 年目看護師に調査票を配布してもら
った．研究参加者の選定条件は，看護師免許取得後に初めて就職した病院・病棟
で 2 年目を迎え，一般病棟で勤務している卒後 2 年目看護師とした．調査内容
は，⑴役割，⑵卒後 2 年目看護師のリアリティショック尺度，⑶主観的良好状態
評価（中山，2002），⑷組織・対人・職務に関する学び（Chao et al.，1994；
Haueter et al.，2003 を参考に自作），⑸先輩看護師の関わり（看護師用職場サ
ポート尺度：井田他，2004），⑹セルフマネジメントできる力（人格特性的自己
効力感尺度：三好，2003），⑺職場環境要因，⑻主体的・能動的な行動（プロア
クティブ行動尺度：尾形，2016 と自作 10 項目），⑼情緒的コミットメント（松
本，2017），⑽職務満足とした．⑵は筆者が開発した尺度で，信頼性と妥当性が
確保されていることを確認した．なお，本研究は，武蔵野大学看護学部研究倫理
委員会の承認を得て開始した． 
 3 回の調査に参加した対象者は，142 名（回収率 10.7％，継続率 61.5％）であ
った．記述統計の結果，2 時点目には，より難しい症例の患者を受け持つなどの
役割変化があり，先輩看護師の付き添いも減る傾向にあった．主体的・能動的な
行動では 2 時点目に低下し 3 時点目で上昇傾向を示したが，組織適応では経時的
に低下傾向を示した．特に，2 時点目の情緒的コミットメントは，１時点目より
も有意に低下した．マルチレベル分析の結果では，主体的・能動的な行動の獲得
3 
 
と組織適応に影響を及ぼす要因には，「役割」「卒後 2 年目看護師のリアリティシ
ョック」「主観的良好状態評価」「組織・対人・職務に関する学び」「先輩看護師
の『情緒的』『評価的』な関わり」が採択された．これに加え，組織適応に影響
を及ぼす要因には「主体的・能動的な行動」が採択された．このことから，時間
とともに主観的良好状態評価を良くし，組織・対人・職務に関する学びを増や
し，先輩看護師の情緒的・評価的な関わりが多いと感じることは，主体的・能動
的な行動の獲得と組織適応を促すことが明らかになった．  
 本研究の結果より，2 時点目での役割の変化や自立は，主体的・能動的な行動
の獲得と組織適応にマイナスの影響を及ぼすことが示唆された．これは，求めら
れる役割と自身の看護実践能力が合致していないとの葛藤から，役割の曖昧さを
感じるためと考えられる．そのため，組織は，卒後 2 年目看護師の心情に配慮し
ながら自立を後押しするような働きかけが必要である．特に，看護実践のフィー
ドバックは重要であり，それにより，視野の拡大が学びを増やすこととなり，主
体的・能動的な行動の獲得が促されると考える．これによる役割の達成は，看護
のやりがいや楽しさとなり，組織の一員としての自覚が組織適応を促すことが期
待できる． 
 
論文審査結果の要旨 
 
 申請者である鈴木氏は、修士論文で取り組んだ「卒後 2 年目看護師のリアリテ
ィショック構成因子と職場環境に関する研究」をさらに発展させ、一般急性機能
の 300 床以上 499 床以下の病院に従事している卒後 2 年目看護師の 2 年目 1 年間
の組織における役割変化に伴う主体的・能動的な行動獲得と組織適応の過程に影
響する要因を明らかにした。 
 看護学の研究領域での組織適応に関しては、看護師の離職や成長過程の観点か
ら組織あるいは個人いずれかの視点で研究されており、組織と個人の視点から看
護師個人が組織適応する過程に焦点をあてた研究は認められなかった。鈴木氏は、
組織と個人の視点から個人が組織適応する過程をとらえる「組織社会化」の概念
に着目をし、看護学だけでなく社会科学（主として経営学分野）の事象として看
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護師の組織適応という現象を明らかにした。また、全国の医療機関の半数を占め
る(厚生労働省,2016)一般急性機能をもち、看護師を対象とした研究として報告
がほとんどなされていない 300 床以上 499 床以下の病院に従事している卒後 2 年
目の看護師を研究対象者とし、彼らの組織における役割変化とそれに伴う組織適
応の過程が明らかとなったことは、地域包括ケアシステムの構築に不可欠な人材
育成、組織の視点からの看護サービス向上の参考資料として大変意義があるとい
える。 
 鈴木氏は、看護学分野および経営学分野の組織社会化研究の文献検討、さらに
卒後 2 年目看護師の組織適応過程に関するインタビュー調査を実施し、それらの
結果から「役割変化に伴うリアリティショック」「組織・対人・職務に関する学び」
「マネジメントできる力」「先輩看護師の関わり」「職場環境」「主体的・能動的な
行動」「組織適応(情緒的コミット、職務・職場満足)」という８変数からなる概念
枠組みを構築し、測定用具を検討と測定用具の作成を経て、本調査に取り組んだ。
卒後 2 年目看護師の 1 年間の変化として、3 時点での縦断的調査を行い、すべて
の時点での回答が得られた 142 名の看護師の役割の認識、役割変化に伴う主体的・
能動的な行動の獲得と組織適応の過程と影響要因が次のように明らかとなった。
対象者は、2 時点目により難しい症例を受け持つ、先輩看護師の付き添いが減る
という変化がおき、主体的・能動的な行動は 2 時点目に低下し、3 時点目に上昇
傾向を示した。組織適応は 3 時点で経時的に低下傾向を示した。このような過程
に影響を及ぼす要因は、「役割変化に伴うリアリティショック」「組織・対人・職
務に関する学び」「先輩看護師の関わり」が、そして「主体的・能動的行動」が「組
織適応」に影響を及ぼす要因であることが明らかとなった。これらの調査結果か
ら、2 時点目の役割変化が主体的・能動的な役割行動と組織適応に負の影響を及
ぼすことが示唆され、その一方、卒後 2 年目看護師の役割変化に伴うリアリティ
ショックへの配慮、組織・対人・職務に対する学びを増やし、先輩看護師との情
緒的評価的関わりが多いと認識できるように組織が取り組むことで、卒後 2 年目
看護師の組織適応を促すことが期待できるという示唆を提示した。 
 博士論文審査会では、30 分程度の鈴木氏からの発表の後、質疑応答を行っ
た。発表は丁寧で、十分に研究内容を伝えていると評価された。特に、経営学分
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野の視点を取り入れた点、そして、卒後 2 年目看護師の 3 時点の縦断的調査がな
された点については、従来の看護学分野における組織適応の視点だけでなく多角
的な観点からの組織適応と、卒後 2 年目看護師の役割変化とその認識の変化の実
態という新たな知見を示すこととなり高い評価となった。また、文献検討、イン
タビュー調査を経て、本調査に進めており、慎重な研究の進め方についても高評
価を得た。一方、「役割」「組織」という概念については、卒後 2 年目看護師の状
況が十分反映された定義となっているか、考察が個々の測定用具にとどまり変数
としての塊が見えにくいのではないか、といった質問があった。これらに関して
はほぼ回答がなされたが、今後論述方法の工夫が必要であることが指摘された。
このような指摘があったが、学位論文として十分な内容を有すると判断し、審査
員全員一致で合格とした。 
